
 

 

 

 

 

 

 

 

自らの人生、地域・社会の未来を切り拓いていこう 
                                                    

 校 長  藤 村 郁 夫 

 

校庭や公園の桜の蕾が膨らみ始め、しだいに春の気配を感じられるようになりました。月日の流れは

早いもので３月を迎え、今年度も残すところ１ヶ月となりました。今年度も新型コロナ禍の中、保護者

の皆様、ＰＴＡ役員の皆様、学校応援団の皆様、そして地域の皆様には、温かいご理解と多くのご支援

をいただき、大変ありがとうございました。心から感謝申し上げます。 

さて、先日、卒業を控えた６年生全員に自分自身に関するアンケート

をとりました。そこで、アンケートから垣間見た今年度の６年生の様子

についてお知らせいたします。 

「小学校での一番の思い出」では、「修学旅行」とした児童が３８名で

断然トップでした。次いで、「林間学校」６名、「球技大会」５名、「運動

会」４名という順でした。予想はしていましたが、これほど修学旅行に

集中するとは意外でした。宿泊学習の楽しかった思い出が色濃く残って

いたようです。新型コロナウィルス感染症対策をとりながら、多くの

方々のご協力により、実施することができて本当に良かったと思いま

す。私も１０月末の修学旅行に同行しましたが、みんなでルールを守り

楽しい思い出にしようとしていた姿に、さすが北小の６年生と感心させ

られ、私にとってもよい思い出です。晴天の華厳の滝、早朝の湯

の湖の絶景は、今でも目に浮かんできます。 

「好きなことば」では、「ありがとう」が１０名で一番多かっ

たです。次いで、「がんばれ」３名、「あきらめない」「継続は力

なり」２名という順でした。多くの児童が、感謝と努力の心を大

切に思っていることに成長を感じます。子どもたち一人一人が今

できる努力を続けて、感謝の気持ちを忘れずに粘り強く、それぞ

れの分野で活躍していってほしいです。 

「将来の夢」では、１位が「獣医」でした。未来のより良い動物との共生に貢献してほしいです。２

位は「プロ野球選手」です。３月９日のWBC開幕が楽しみですね。ほとんどの児童が「将来の夢」に

ついて、「公務員」「イラストレーター」「医師」など、それぞれが将来就きたい仕事や職種を書いてお

り、生きる力が着実に身に付いてきたことを確認できました。６年生が思い出を振り返り、努力の大切

さを改めて理解し、一人一人が自分の夢を持てるようになったことを大変うれしく思います。 

今後も夢に向かって努力を続け、自らの人生、地域・社会の未来を切り拓いていってくれることを期

待しています。児童全員が希望をもって卒業・進級していけるよう、学年のまとめをしっかりとしてい

きますので、引き続きご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 鴻巣市立鴻巣北小学校  学校だより３月号  令和５年２月２８日 №.１１ 

 

 
 

      

  ～夢いっぱい 笑顔いっぱい 共に生きるいちょうっ子～ 

 

＜学校教育目標＞ 児童数400名 
    

〔強 く〕自信をもち、心身ともに鍛える子 

〔正しく〕深く考え、進んで学ぶ子 

〔美しく〕明るく、思いやりのある子 

小学校での一番の思い出 

１位 修学旅行 ３８名 

２位 林間学校 ６名 

３位 球技大会 ５名 

４位 運動会  ４名 

好きなことば 

１位 ありがとう １０名 

２位 がんばれ   ３名 

３位 あきらめない ２名 

３位 継続は力なり ２名 

 

将来の夢 

１位 獣医 ５名 

２位 プロ野球選手 ４名 

３位 公務員・イラストレーター・バス

ケット選手・プロゲーマー 各３名 

４位 医師・教師・パン屋・料理人 

 各２名 （以下、省略） 

 


